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理解

被承認感
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効果があった取り組み 課題 次年度へ

学
習
指
導

・学習支援員補習での対象
生徒の入れ替え→学習の動
機に繋がる
・生徒が主体の授業形態

・学習ノートを活用しての学
習時間の確保

・指示されたことへの取り組
み

・基礎学力の定着
・学習ノートの活用法
・学習方略の未確立
・目標意識の脆弱さ
・補習（定期考査前）への参加率
・自己理解不足
・一斉指導での指示が通らない

・学習方法の初期指導

（ノートの取り方、各教科の勉強の仕
方、学習ノート等）
・学習と将来設計の繋がりを意識さ
せる（目標づくり）
・規範指導（人の話を聞く）
・スタディサプリの活用
・学習ノートの活用方法
（自律的な学習ノート作り）
・勇気づけ

進
路
指
導

・幅広い進路情報の提供
（産社）

・目標設定の振り返り（産
社）

・進路ガイダンス内容の変
更

・自照を通しての進路意識
の高まり

・主体性の低さ（自己意識の弱さ）
・進路意識の低さ
・目的意識の脆弱さ
・進路に関する情報不足

・進路に関する情報収集力不足
（本を読まない等）
・競争心の欠如
・１年次からの系統だった進路指導

・初期指導の見直し（目標設定、進路
研究等）
・ホーム主任との連携
・個別指導の充実（個人面談、進路
面談等）

・資格取得に向けた取り組み（学びと
将来の設計）
・自照の大切さを意識させる

生
活
指
導

・素直で真面目（指示された
ことへの取り組み）

・学年、学校全体での情報
共有や支援

・生活・規範ルールを守ろう
とする意識

・指示されたことしかできない（主体
性の低さ）
・指導の定着不足
・社会性の弱さ（提出物、人の話を
聞く、場に応じた言葉遣い等）
・基本的生活習慣の未確立
・全教職員での統一した指導
・保護者との連携

・規範指導の徹底

（場に応じた適切な言葉遣い、提出
物、約束を守る等）
・生徒主体の取り組み
（自律・自治活動）

・課題を抱える生徒への勇気づけ、
自己肯定に焦点を当てた取り組み）

生徒の自己肯定感と目的意識の醸成に向けた組織的協働の展開

鳴門教育大学大学院 高度学校教育実践専攻 指導教官 久我 直人

高知県立宿毛高等学校 教諭 岡村 和枝

１ はじめに

(1)課題設定の理由

ア Ａ校の概要と課題

Ａ校は、全日制総合学科高校である。１年次は共通科目を履修し、２年次から「人文科学」「自然科

学」「福祉文化」「情報ビジネス」「スポーツ」の５系列に分かれ、普通科目と専門科目を学習す

る。１、２年生は各３クラス、３年生は４クラスの合計 10 クラスとなっている。生徒数 242 人、教職

員数 55人である（平成 30 年４月現在）。

イ Ａ校の課題

生徒・教員対象のアンケートを中心に、生徒のよさと課題を把握するため、聞き取り調査やアンケー

トによる学校アセスメントを実施した。表１は抽出された課題を分類したものである。

生徒の行動面の課題と内面の課題の構造的な関係を理解するために、生徒アンケートの結果を共分散構

造分析ソフト Amos で分析し、「生徒の意識と行動の構造」を可視化して、生徒の行動と内面の関連性を

導き出した（図１）。

(2) 課題の共有と組織的省察

平成 30 年２月２日に全教職員を対象に校内研修を

実施し、アンケートに基づき、Ａ校の生徒の実態につ

いて組織的省察を行い、学校の教育課題を共有した。

また、今年度の取組を学年での指導を振り返りながら

省察を行い、学年間で課題を共有するとともに、その

解決に向けた取り組みを検討することにより、次年度

の教育活動について方向づけを行うことを目的とし

た。組織的省察により出された意見を集約したものを

図２に示す。

生

徒

学習習慣，計画性が弱い

自分への信頼に格差がある

目的意識が弱い

教

員

具体的な学び方指導の必要性

生徒の成長認知の低さ

個業性

表１ Ａ校の課題

図１ 生徒の意識と行動の構造図

図２ 組織的省察の集約



２ 実践研究の目的と課題

(1) 実践研究の目的

学校アセスメントを通して明確になった学校課題は、個別の課題ではなく、それぞれが関連したもの

である。本実践研究は、これらの課題を解決するため、生徒が抱える教育課題の解決のための取組を、

組織的に展開することを通して、生徒の変容と教員の組織化を図ることを目的とした。

(2) 実践研究の課題

本実践研究の目的を達成するため、次の課題を設定した。

① Ａ校の教育課題の可視化

② 教員の組織化と教育改善のためのプログラム構築

③ 構築したプログラムの具体的な実践

④ プログラムの効果の検証

(3) 実践研究の具体的な取組

Ａ校生徒の意識と行動の構造図（図１）を基に、具体的な取組を策定した（図３）。

価値づけ、勇気づけは、自己肯定感を向上させるために行う取組であり、既存の取組と合わせて、ポー

トフォリオシート(キャリア・パスポート)の作成、ポートフォリオシートのコメント欄等を活用したボ

イスシャワーや面談を計画した。夢・目標づくりは、目的意識を醸成させるための取組で、ポートフォ

リオの活用（目標設定シート、振り返りシート）を導入することとした。学びづくりは、自律的な学び

を促進するための取組で、Ａ校において以前から導入されている授業ガイダンス、学習ノートの活用、

学習会等が、生活・規範づくりに関する取組としては、「人の話を聞く指導」が今年度も設定された。

(4) 組織マネジメントの展開枠組

本実践研究を実施するにあたり、久我（2013）「教師の主体的統合モデル」を基に、実践研究における

組織マネジメントの展開の枠組を作成した（図４）。
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図３ 課題解決に向けた取組図 図４ 実践研究における展開の枠組み



 

☆１年団 ☆                 今年度の取り組みを振り返って （効果があった取り組みと課題を感じた取り組み） 次年度，効果が期待される取り組み 
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示が通らない 

一斉指導での指

示を理解して行

動する 

支援員補習のメン

バーをこまめに入

れ替え→学習の動

機づけにつながる 

やるべきことは

最後までやるよ

うに指導した 

学習ノートを活

用して家庭学習

時間の確保 

学習ノートの

提出率が高か

った 

D3 の生徒に対す

る補力補習 

指示されたこと

は真面目に取り

組むことができ

る 

意欲の弱い

生徒への支

援が不十分 

進路マップをど

のように活用し

ていくべきか 

学習ノートの中

身が意味のある

ものかどうか検

討していく必要

「学習ノート」が

成績向上や学習意

欲に結びついたと

は言い難い 

生徒が知らない

進路先が選択肢

に上らない 

目的意識のな

いまま課題を

こなしている 

学習方法が悪

い、仕方が分か

らない 

学習方法のまずさ  

根拠のない

自信がある 

自分の現状

が理解でき

ていない 

授業開始時

の準備が遅

い 

自

己

理

解

不

足 

現実味のな

い進路希望

がある 

「学習ノート」

実施の「費用対

効果」を検討す

る 

支援員補習の継

続（夏休み以外

も） 

学修したことが

今後の自分に役

立つことを意識

させる 

産社の校外での

活動は刺激にな

っている 

学習方法の徹

底を図る 

自分で課題を設

定して学習させ

る 

できる生徒のス

タディサプリ活

用 

主に産社の中で

幅広い進路先の

情報を提供した 

産社で自分の進路

について 4 月から

1 年間通して考え

ることができる 
自ら進んで行動

できない 

進路に関して他人任

せになりがち 

積極的に調べようと

いう雰囲気は見られ

ない 

進路に関して具体的

に考えられていない

生徒に対しての支援

ができていない 
素直で真面目な

生徒が多く落ち

着いている 

指示されたことに

対してしっかりと

取り組むことがで

きる生徒が多い 

指示されたこと

しかできないよ

うな生徒が多い 

素

直

さ 

主

体

性 

低 

産社での目標設定

の振り返り 

進路学習は素直に

やる 

産社の取り 組み 

進路の取り

組み不足 

進路先が決

まっていな

い 

生徒が希望して

いない進路情報

も提供する 

自分の意志が弱

い 

自己認識の弱さ 

学年、学校全体

で情報を共有

し、声かけや支

援をしている 

進

路

に

関

し

て 

あいさつや掃除

ができる 
生活・規範ルー

ルを守ろうとす

る気持ちはある 

遅刻をしないよ

うに努力する 

遅刻・欠席に

対する罪悪感

がない 

生活リズムが

乱れている生

徒がいる 

学校生活がつ

らくなると休

む 

生活習慣に関し て 帰宅後の計画を

立てて行動させ

る 

シビアな家庭

環境等、支援

に限界がある 

見回り指導の

在り方の検討 

場に応じた言

葉がつかえな

い 

指導したこと

が定着してい

ない 

課題を抱える生徒

の勇気づけ、自己

肯定に焦点を当て

た取り組み 

場に応じた適切な

言葉遣いができる 

３ 研究内容

(1) 実践研究の実施

ア Research 期

平成30年２月２日に全教員

を対象にした校内研修を実施し

た。内容は組織的省察を促す久

我教授の講演の後、11 月に実施

した学校アセスメントデータの

分析結果報告を行い、全教員で

共有した。校内研修の後半には、

組織的省察（ワークショップ型

研修）を実施した。ワークショッ

ク型研修では、生徒の実態を学

年での取組を振り返りながら、

「学習」、「生活」、「進路」に分け

たそれぞれの取組のよさと課題

を付箋に記入し、グループ内で

意見交換を行い、学校課題に基

づいた教育活動づくりのアイデ

アが出された。また、意見交換後

には、出された意見を分類し、よ

さや課題の焦点化を行った。研

修の最後には、各グループの代

表者が順にそれぞれのグループ

でまとめた内容の報告をし、全教職員で共有した。成果物の抜粋を図５に示す。

イ Plan 期

組織的省察の結果を踏まえ、Ａ校の教育課題に適合

した具体的な取組が決定した。その取組を組織的に展

開するために、１年間の教育活動を５つのステージに

区切り、ストーリー性を持たせ、何に集中して取り組

むかを明確にした。（図６）

ウ Do期

1）生活規範づくりに関する取組

【初期指導：生活規範づくり】

Ａ校における生活規範づくり及び、目的意識をもっ

た高校生活に向けて初期指導を実施し、全ての学年で

学びと生活についての確認がされた。各学年主任や生

徒指導部長による話の聞き方、高校生として守るべき

ルール、場に応じた言葉遣い、学校での規則、身だしな

み等に関しての話により、高校生としての心構えと規範意識が高まったととらえられた。

【聞く指導】

高校生活に向けて、「相手の話を聞く」こと、「話をする姿勢」等に対しての徹底を実施した。初期指

導以降にも、集会時等の各場面での聞き方に関しての徹底が行われ、規範意識の高まりにつながったと

とらえられた。

図６ 実践研究の展開イメージ

図５ 成果物（抜粋）



2）自律的な学びに関する取組

【初期指導：学びづくり】

学びの手立ての充実に向けて、学習づくりに関する初期指導や授業ガイダンスが実施された。各学年

主任や進路指導部長からの「学びと将来設計や各種資格検定取

得」に関しての話等により、学ぶことによって自己の可能性を

広げ、社会とのつながりが強まることが確認された。また、授

業ガイダンス等によって学習面の規範も確認された。

【振り返りシートの活用】

これまで行っていた振り返りを、単に感想を書くだけでな

く、自分自身の現状把握や、学びとつながるように、項目ごと

に分けたシート（図７）に変更をし、全学年で振り返りの時間

を設定することとした。作成にあたっては、担当教員と原案を

作成し、学年会等での意見を聞きながら修正等を行い、進めて

いくこととして実施した。

振り返りシートからは、「これから少しずつ努力をし，自分

の進路につなげられるように頑張りたい。そして、今日から実

践していきたい」等という感想が出され、学びを意識した振り

返り及び、学習意欲の向上につながったととらえられた。また、

同じ項目で繰り返し振り返りを行うことで、記述内容から徐々

に変容が見える生徒の姿も確認された。

3）目標・学習づくりに関する取組

【目標設定】

既存の取組である「目標パネル」の作成や、今年度から新

たに導入した、生徒が自分自身の現状把握、それまでの自分

の行動の振り返り、そして、次につながる目標を設定し、振

り返ることができるシート（図８）の活用を開始した。シー

トでは、短期、中期、長期の目標に対しての計画的な学習を

促すために、各学期の目標を立て、それに向かって具体的に

何をすべきかを生徒自身が考え行動し、確認できるようにし

た。また、各学期の目標に対しての自己評価や再設定だけで

はなく、学習面、生活面や学校行事、将来に向けて等の項目

において、「頑張ったこと」や「できるようになったこと」を

記入し、自己理解や価値付けも図った。シートからは、前学

期を振り返り、新学期に向けての具体的な取組を考える生徒

の姿が見られた。記入したシートは、三者面談等でも利用さ

れ、目的意識の醸成につながったととらえられた。また、定

期試験を振り返る記述からは、計画的な学習習慣が促され、

学習意欲、理解の向上につながってきていることがとらえら

れた。

図７ 振り返りシート①

  

1 学期を 振り 返ろ う                  記入日   年  月  日 

   
✎４ 月に立てた目標をも と に、 １ 学期を振り 返っ てみよう 。  
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図８ 振り返りシート②



4）勇気づけに関する取組

【生徒へメッセージ】

行事等での生徒の頑張りを評価し、勇気づ

けにつながる様に、今年度から、「先生からの

メッセージ」の記入欄を設けた振り返りシート

を作成した。各ホーム担任が生徒の振り返り等

に対してのコメントの記入を行い生徒に返す

こととし、生徒に対しての勇気づけを行った。

また年度途中に、キャリア・パスポート及び

キャリアカウンセリングについての校内研修

も実施され、研修後には担当教員で情報交換も

行った。そして、学年会等で、より効果的なメ

ッセージの返し方等に関しての情報交換の場

を設定し、情報交換及び、情報共有を行った。

メッセージとして、教員側の意見や評価ではな

く、生徒の気持ちを受け止め、次の思考にも生

徒が進んでいくようなコメント、そして、「普

段から見ている」ということも伝えていくこ

と、また、生徒の頑張りや感想に対して、コメ

ントだけではなく、言葉がけを行っていくこと

が確認され、実行された。シートの返却時には、どの生徒もメッセ

ージを確認している様子や、友達に見せている生徒の姿も見られ、

生徒の被受容感を高める一因となったととらえられた。生徒へのメ

ッセージを図９、図 10 に示す。

また、生徒が作成したシートを活用した面談も行われ、日常的な

勇気づけにもつながっている。これらのシートは、各学年別に用意

されたキャリア・パスポートファイルに綴じ、3年間を通しての学

びの蓄積をしていくこととした。そして、長期休業中には職員室に

置き、生徒の頑張りを全教員で共有できるようにした。職員室への

設置により、多面的な勇気づけにも活用された。

5）教員の協働促進に関する取組

【公開授業週間による協働促進】

相互の授業参観が教務部によって実施された。参観者は授業者のよかったところを振り返りシートに

記入し、それを担当者が授業者にフィードバックをし、よさや課題は職員会議で共有された。その結果、

授業改善だけでなく、協働性の高まりも感じられた。

４ まとめ

(1) 生徒の変容

本実践研究の結果、夢・目標への努力、学習意欲・理解、規範意識、自分への信頼の各項目で変容傾

向が確認された。

図９ 生徒へのメッセージ①

図 10 生徒へのメッセージ②

図 11 キャリア・パスポートファイル



(2) 教員の変容

教員は、生徒の学習意欲・理解につながる学習指導・支援、生徒の被受容感につながる生徒への価値

づけの向上とともに、教員の協働性に変容傾向が見られた（図７）。

本実践研究の成果として、①生徒の「自分への信頼」の高まったこと。②生徒の学習意欲、学習理解

の向上が見られたこと。③生徒の目的意識の醸成が確認できたこと。④生徒の規範意識の高まりが見ら

れたこと。⑤教員の組織化が促進されたこと。の５点があげられる。

本実践研究では、生徒の意識と行動の構造を明らかにし、目的意識の脆弱さ、学習習慣の欠如、自分

への信頼の格差に焦点をあて、組織的な取組を展開した。生徒の諸問題（行動レベル）だけに注目して、

その解決を目指すのではなく、生徒の意識（内面レベル）に焦点をあて、改善策を生成することの有効

性を示したと言える。本実践研究の教育改善プログラムは汎用性が高く、様々な教育課題を抱える学校

で有効に機能すると考えられる。
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